
千葉県県民活動推進計画（令和５～７年度）案 概要 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

＜計画策定の基本的な考え方＞ 

１ 計画策定の趣旨 
少子高齢化の急速な進展や価値観の多様化などにより、地域コミュニティの機能低下が進む中、 

共生・共助の精神の下、県民一人ひとりが地域課題を自分のこととして捉え、主体的・自発的に 
取り組むとともに、市民活動団体、企業、行政など多様な主体が連携・協働して取り組むことが重要
となっている。 
感染症の拡大により、県民活動※を巡る環境は厳しいものとなっているが、一方で、頻発する災害を

背景に「共助」の重要性が再認識されているほか、東京2020大会を契機に展開してきたボランティア
活動への参加機運の醸成など、各種取組の成果を地域に波及させていく必要がある。 
このため、県民活動の更なる促進を図り、多様な主体が連携・協働して様々な地域の課題解決に 

取り組む千葉県を創るため、新たに県民活動推進計画を策定する。 

※ 県民活動とは、県民が自発的に地域に存在する様々な課題の解決を図り、地域社会をより豊かにして 

いこうとする社会貢献活動を意味する。 

その主な担い手は、ボランティアや市民活動団体だが、活動の内容により町会・自治会等の地縁団体、 

社会福祉法人、一般社団法人・一般財団法人、協同組合や企業などの活動も含む。 

２  計画の性格 

総合計画を踏まえるとともに、前計画の基本的な考え方を継承し、県として取り組むべき方向性等
を定めるもの 

３ 計画の期間 
令和５年度から令和７年度までの３年間 

 
＜県民活動の必要性とその意義＞ 

○県民活動の必要性 
  少子高齢化の急速な進展や価値観の多様化などにより、地域コミュニティの機能低下が進む中、地
域では複雑かつ多岐に渡る課題が山積しており、これらの課題を解決し、持続可能な地域社会を構築
するためには、行政による従来型の施策や支援だけではなく、県民が自発的に課題解決に取り組む県
民活動が重要である。 

○県民活動の意義 
（１）社会参加と自己実現 
（２）県民主体の地域づくり 
（３）共生・共助の精神により培われた地域社会の実現 

＜県民活動の促進に向けた課題＞ 

１ 県民活動の裾野の拡大 
・県民の県民活動への理解を深めるとともに、多様な世代に参加を促す環境づくりが重要。情報発信
や体験できる機会の充実が必要。 

２ 県民活動への継続的な参加の促進 
 ・ボランティア活動をしたい人が団体の活動情報に手軽にアクセスでき、楽しみながら活動できる   

とともに、ボランティアを受け入れる側も受入態勢を整えるなど、ボランティアが継続的に活動   
しやすい環境の整備が必要。 

３ 市民活動団体等の持続的な活動に向けた基盤強化 
 ・団体に対する人材確保への支援やマネジメント力の向上を図る研修などにより、活動の継続を支援

していくことが必要。 
・中間支援組織の利用促進を図るとともに、連携を強化し、更なる支援機能の向上を図ることが重要。 
・寄附など民が民を支える視点が重要であり、寄附意識の醸成が必要。団体は、積極的な情報開示    
により、活動に対する理解や共感を広げ、信頼を得ていくことが重要。 

４ 感染症への対応 
 ・オンラインによる新たな事業展開を支援し、更なる活動の発展につなげることが重要。 
・ＩＣＴを活用しながら、対面と非対面の良さを活かして、更なる活動の発展につなげることが重要。 

５ 地域における多様な連携・協働の促進 
・ＳＤＧｓの浸透により、多様な主体が連携・協働して地域課題に取り組む機運が高まっていること
から、優良事例の共有や意見交換の機会を提供するなど、連携・協働の取組を促進することが重要。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施策の体系図＞ 

[目指すべき姿] 

      

 

 

 

[施策の方向性]                              ［行動計画］             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰もがあたりまえのように県民活動に参加し、地域のみんなの力で未来を切り開く千葉県 

  誰もが自分らしい関わり方を見つけ、自分自身に合ったスタイルで、日常の中であたりまえの
ように県民活動に参加するとともに、多様な主体が連携・協働することにより、共生・共助の
精神に培われた持続可能な地域社会を構築していくことが重要です。 
みんなの力を結集して、相互に支え合い、地域の活力を生み出すとともに、新たな価値を創造

し、豊かな未来を切り開いていく千葉県を目指します。 
 

３ 多様な主体による連携・協働の促進 

 

（１）県民活動の普及啓発 
の推進 

（２）県民活動の体験機会の 
提供と定着の促進 

（３）様々な県民活動で 
活躍する人材づくり 

（１）市民活動団体等の組織 
運営力等の向上支援 

（２）中間支援組織の機能 
強化支援 

（３）民が民を支える仕組み 
の普及・支援 

（１）地域コミュニティに 
おける様々な主体の 
連携・協働の推進 

（２）市民活動団体等と 
県・市町村との 
協働の推進 

指標 現状 目標

市民活動団体、ボランティア
活動に関心がある人の割合

４４．９％
（令和４年度）

５５．０％
（令和７年度）

ボランティア活動に参加した

ことがある人の割合

４４．２％

（令和４年度）

５３．０％

（令和７年度）

ボランティア活動に継続して

参加している人の割合

１２．７％

（令和４年度）

２０．０％

（令和７年度）

指標 現状 目標

市民活動団体の活動へ参加

（活動・寄附・支援）してい

る人の割合

２５．２％

（令和４年度）

３７．０％

（令和７年度）

寄附を受けたことがあるＮＰ

Ｏ法人の割合

６４．７％

（令和４年度）

７０．０％

（令和７年度）

指標 現状 目標

地域の様々な主体と連携して

いる市民活動団体の割合

６２．４％

（令和４年度）

７２．０％

（令和７年度）

県・市町村と市民活動団体と

の協働事業の件数

５６１件

（令和３年度）

６５０件

（令和７年度）

２ 市民活動団体等の基盤強化等の支援 

１ 県民活動への理解や参加の促進・定着 


